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特集
中国の自由貿易試験区

―現状と展望―

●
中
国
︵
上
海
︶
自
由
貿
易
試
験

区
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
自
由
化

　

近
年
の
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
と
も

な
い
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
は
中

国
に
と
り
主
要
な
政
策
課
題
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
表
１
に
中
国
の
対
世
界
サ
ー

ビ
ス
貿
易
の
動
向
を
示
す
。
同
表
は
第

一
モ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
消
費
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
自
国
に
と

ど
ま
っ
た
ま
ま
行
う
越
境
取
引
に
よ
る

も
の
の
み
を
計
測
し
た
統
計
に
す
ぎ
な

い
が
、
輸
出
お
よ
び
輸
入
と
も
拡
大
傾

向
に
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
よ
り
始
ま

っ
た
中
国
の
対
外
開
放
政
策
は
、
産
業

の
最
終
形
態
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
部
門

（
第
三
次
産
業
）
に
ま
で
及
ん
で
き
て

い
る
と
い
え
る
。

　

中
国
（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区

（C
hina (Shanghai) Pilot F

ree 
T

rade Zone

：
Ｐ
Ｆ
Ｔ
Ｚ
、
以
下
、

自
貿
区
）
は
中
国
の
行
う
規
制
緩
和
の

大
々
的
な
取
り
組
み
で
、
い
わ
ゆ
る
経

済
特
区
や
工
業
団
地
の
設
立
と
は
一
線

を
画
す
中
国
独
自
の
自
由
貿
易
区
域
で

あ
る
。「
試
験
区
」
の
名
の
と
お
り
、

中
国
は
こ
の
自
由
貿
易
の
制
度
を
試
験

的
に
導
入
し
た
後
に
、
中
国
国
内
で
拡

大
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
同
試
験
区

の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と
が
受
け
入
れ

国
と
し
て
の
中
国
お
よ
び
投
資
を
行
う

側
の
日
本
に
と
り
、
大
き
な
政
策
課
題

と
な
っ
て
い
る
。「
貿
易
」
と
銘
打
っ

て
は
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
内
外
資
本

に
よ
る
企
業
設
立
す
な
わ
ち
「
投
資
」

の
促
進
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

自
貿
区
に
よ
る
規
制
の
撤
廃
は
、
製
造

業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
双
方
に
及
ん
で

い
る
が
、
そ
の
多
く
が
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
由
化
に

あ
た
っ
て
、
中
国
は
国
内
独
自
の
産
業

分
類
基
準
に
基
づ
い
て
自
貿
区
の
自
由

化
を
提
示
し
て
い
る
。
米
中
の
投
資
協

定
も
交
渉
が
進
行
中
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
お
い
て
も
同
一
の
産
業
分
類
基
準
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
中
国
を
中
心
と
し
た
自

由
貿
易
協
定
を
比
較
の
対
象
と
し
て
、

そ
れ
ら
と
中
国
（
上
海
）
自
貿
区
に
お

け
る
サ
ー
ビ
ス
業
種
の
自
由
化
度
を
計

測
し
、
そ
の
政
策
的
な
意
味
合
い
を
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
続
い
て
自
貿

区
の
政
策
実
施
体
制
に
つ
い
て
概
観
し
、

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
度
の
国
際
比

較
を
試
み
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
自
貿

区
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
に
関
す

る
政
策
提
言
を
行
う
。

●
自
貿
区
の
政
策
実
施
体
制

　

自
貿
区
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心

と
し
な
が
ら
も
農
林
水
産
お
よ
び
製
造

業
を
含
め
た
広
範
な
業
種
で
内
外
資
に

よ
る
投
資
の
市
場
開
放
を
行
う
。
上
海
、

天
津
、
広
東
お
よ
び
福
建
に
お
い
て
、

同
一
の
留
保
表
を
使
用
し
て
自
由
化
が

な
さ
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
留
保

表
に
お
い
て
「
禁
止
」「
規
制
」
が
明

石
戸 

光

中
国
（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
の
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
約
束

―
国
際
比
較
―

表１　中国の対世界サービス貿易（第１モードのみ、2010 ～ 14 年）
 （単位：10 億米ドル）

サービス部門 2010 2011 2012 2013 2014
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入

輸送サービス 34 63 36 80 39 86 38 94 38 96
旅行サービス 46 55 48 73 50 102 52 129 57 165
コミュニケーションサービス 1.2 1.1 1.7 1.2 1.8 1.6 1.7 1.6 na na
建設サービス 14.5 5.1 14.7 3.7 12.2 3.6 10.7 3.9 15.4 4.9
保険サービス 1.7 15.8 3.0 19.7 3.3 20.6 4.0 22.1 4.6 22.5
金融サービス 1.3 1.4 0.8 0.7 1.9 1.9 3.2 3.7 4.5 4.9
コンピュータ・情報サービス 9.3 3.0 12.2 3.8 14.5 3.8 15.4 6.0 20.2 10.7
ロイヤルティー・ライセンスサービス 0.8 13.0 0.7 14.7 1.0 17.7 0.9 21.0 0.7 22.6
その他のビジネスサービス 52.2 34.3 67.9 49.2 66.6 42.4 57.2 47.3 68.9 53.4
個人、文化およびレクリエーションサービス 0.1 0.4 0.1 0.4 0.1 0.6 0.1 0.8 0.2 0.9
政府サービス 1.0 1.1 0.8 1.1 1.0 1.2 1.2 1.2 1.1 2.0
サービス合計 162 193 186 248 191 281 206 331 211 383

（注）na はデータなし。
（出所）United Nations Service Trade Database (http://unstats.un.org/unsd/servicetrade/) より作成。
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記
さ
れ
、
記
載
な
し
の
場
合
に
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
の
た
め
に
「
自
由

化
」
と
み
な
さ
れ
、
以
上
三
種
類
が
政

策
内
容
と
な
る
。

　
『
外
商
投
資
参
入
指
導
目
録
』
は
、

自
貿
区
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
の
法

的
基
盤
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
自

貿
区
は
、
国
務
院
が
批
准
し
た
『
中
国

（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
総
体
方
案
』

『
中
国
（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
に

お
け
る
さ
ら
な
る
拡
大
開
放
の
措
置
』

『
外
商
投
資
産
業
指
導
目
録
』（
二
〇

一
一
年
改
定
）
に
基
づ
き
、『
中
国
（
上

海
）
自
由
貿
易
試
験
区
外
商
投
資
参
入

特
別
管
理
措
置
』（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ

ス
ト
。
二
〇
一
四
年
改
定
）
と
し
て
公

布
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
の
改
定

版
に
基
づ
い
て
国
際
比
較
を
試
み
る
。

●
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
度
の
国
際
比

較
　

自
貿
区
に
お
け
る
投
資
の
自
由
化
は
、

サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
限
っ
て
い
え
ば
、
第

三
モ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
商
業
拠
点
の
設

立
を
通
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
該
当
す

る
。
そ
の
た
め
原
理
的
に
は
中
国
の
締

結
す
る
国
際
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
の
比
較
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

自
貿
区
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自

由
化
度
が
ど
の
程
度
高
い
も
の
か
を
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ

の
よ
う
な
国
際
比
較
を
可
能
に
す
る
た

め
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
分

類
に
変
換
し
た
う
え
で
比
較
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
ホ
ク
マ
ン

指
数
」
を
用
い
る
。
こ
の
指
数
は
、
サ

ー
ビ
ス
自
由
化
の
約
束
表
内
の
当
該
セ

ク
タ
ー
に
お
い
て
、「
完
全
自
由
化
」

の
場
合
に
は
一
点
、「
何
ら
か
の
規
制

あ
り
」
の
場
合
に
は
〇
・
五
点
、「
約
束

な
し
」
の
場
合
に
は
〇
点
を
与
え
、

一
一
部
門
ご
と
に
単
純
平
均
す
る
も
の

で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
一
点
、
〇
・

五
点
、
〇
点
と
離
散
的
な
数
値
を
与
え

る
と
い
う
意
味
で
粗
い
指
数
化
の
方
法

で
あ
る
が
、
統
計
学
の
な
か
の
「
大
数

の
法
則
」、
つ
ま
り
集
計
す
る
ほ
ど
自

由
化
度
の
計
測
に
あ
た
っ
て
の
信
頼
度

が
増
す
、
と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
分
類
コ
ー
ド
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
と

も
な
っ
て
不
可
避
的
に
発
生
す
る
分
類

の
齟
齬
も
、
集
計
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

解
消
さ
れ
る
。

　

比
較
の
対
象
と
し
て
、
三
つ
の
自
由

貿
易
協
定
、
す
な
わ
ち
中
国
が
香
港
と

「
一
国
二
制
度
」
の
下
で
二
〇
〇
三
年

六
月
に
締
結
し
た
経
済
貿
易
緊
密
化
協

定
（Closer Econom

ic Partnership 
A

greem
ent

：
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ)

、
同
国
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
二
〇
一
〇
年
一
月
に
締

結
し
た
中
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
協

定
（A

SEA
N

-China Free T
rade 

A
rea

：
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ)

お
よ
び
同
国
が

台
湾
と
二
〇
一
〇
年
六
月
に
締
結
し
た

両
岸
経
済
協
力
枠
組
協
議（Econom

ic 
C

oop
eration

 F
ram

ew
ork 

A
greem

ent

：
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
を
取
り

上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
自
由

貿
易
協
定
に
お
い
て
は
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

リ
ス
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
自
由
化
す
る
業
種
の
み
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
す
る
方
式
で
あ
る
。
一
方
、

上
海
他
に
お
け
る
自
貿
区
に
お
い
て
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
自
由
化
を
留
保
す

る
業
種
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
方
式
で

あ
る
。

　

表
２
に
ホ
ク
マ
ン
指
数
の
計
測
結
果

を
示
す
。
自
貿
区
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ

ス
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ク
マ
ン

指
数
は
全
体
と
し
て
最
も
高
い
値
を
示

し
て
い
る
。
個
別
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
み

て
も
、
自
貿
区
の
自
由
化
度
は
総
じ
て

高
い
。
た
だ
し
法
的
に
規
定
さ
れ
た
自

由
化
度
の
高
い
投
資
枠
組
み
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
企
業
が
投
資
決
定
を
行
う

に
際
し
て
は
、
透
明
性
、
あ
る
い
は
明

瞭
性
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
確
保
し
て
い
く
か
が
、
自

貿
区
を
通
じ
た
投
資
開
放
政
策
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
経
済
学
的
に
は
、
法
的
枠

組
み
の
複
雑
さ
に
起
因
す
る
「
取
引
費

用
」
を
低
下
さ
せ
る
透
明
性
の
高
い
措

置
が
望
ま
し
い
。

　

次
に
、
試
算
さ
れ
た
ホ
ク
マ
ン
指
数

を
も
と
に
、
部
門
ご
と
の
考
察
を
行
う
。

01
．
実
務
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
九
〇
と
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
二
番
目
に
高

い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
実
務
サ
ー
ビ

ス
は
産
業
の
高
度
化
と
密
接
に
関
わ
る

た
め
、
規
制
を
大
き
く
撤
廃
し
て
い
る

表２　FTA・自貿区ごとのホクマン指数の試算結果

WTO の定義するサービス部門 上海他での
自貿区

ASEAN との
AC FTA 

(Package 2)

香港との
CEPA

台湾との
ECFA

01. 実務サービス 0.90 0.39 0.13 0.04
02. 通信サービス 0.64 0.34 0.35 0.00
03. 建設サービスおよび関連のエンジニアリング・サービス 1.00 0.75 0.50 0.00
04. 流通サービス 0.78 0.65 0.40 0.00
05. 教育サービス 0.33 0.25 0.00 0.00
06. 環境サービス 0.63 0.75 0.00 0.00
07. 金融サービス 0.48 0.41 0.29 0.29
08. 健康に関連するサービスおよび社会事業サービス 0.38 0.00 0.00 0.13
09. 観光サービスおよび旅行に関連するサービス 0.71 0.38 0.25 0.00
10. 娯楽、文化およびスポーツのサービス 0.64 0.35 0.00 0.00
11. 運送サービス 0.76 0.24 0.21 0.00
全部門の単純平均 0.66 0.41 0.19 0.04

（出所）盛灵（千葉大学人文社会科学研究科）および筆者の計算。
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も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
実
務
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
の
法

務
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
お
よ
び
会
社

方
式
の
双
方
が
認
め
ら
れ
る
が
、
前
者

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
方
式
が
一
般
的

で
あ
る
。

02
．
通
信
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
六
四
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
六
番
目
の
高

さ
で
あ
る
。

03
．
建
設
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
関
連
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
一
・
〇
で
、
一
一

の
大
分
類
の
な
か
で
最
も
高
い
。
こ
れ

は
規
制
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

自
貿
区
は
規
制
撤
廃
型
の
施
策
で
は
あ

る
が
、
や
は
り
物
理
的
な
イ
ン
フ
ラ
の

基
盤
と
な
る
建
設
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く

開
放
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

04
．
流
通
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
七
八
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
三
番
目
に
高

い
。
流
通
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
サ
ー

ビ
ス
部
門
で
あ
り
、
大
き
く
開
放
す
る

こ
と
で
他
産
業
へ
の
プ
ラ
ス
の
波
及
効

果
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

05
．
教
育
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
三
三
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
最
も
低
く
な

っ
て
い
る
。
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
内
需

型
か
つ
内
政
と
大
き
く
関
わ
る
分
野
で

あ
る
た
め
、
大
き
な
開
放
に
は
至
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

06
．
環
境
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
六
三
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
八
番
目
の
高

さ
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
中
国
は
経

済
発
展
に
と
も
な
う
環
境
面
の
課
題
が

出
て
き
て
い
る
た
め
、
環
境
サ
ー
ビ
ス

は
い
わ
ゆ
る
内
需
型
で
は
あ
る
が
、
新

た
な
環
境
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
込
み
の
た

め
に
、
あ
る
程
度
の
開
放
は
重
要
で
あ

る
。

07
．
金
融
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
四
八
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
九
番
目
の
高

さ
と
な
っ
て
い
る
。
金
融
部
門
は
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
門
と
い
う
こ
と
を
超
え
た

マ
ク
ロ
経
済
運
営
上
の
基
軸
と
な
る
分

野
の
た
め
、
大
き
な
開
放
に
は
至
っ
て

い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

08
．
健
康
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
社
会
事
業
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
三
八
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
一
〇
番
目
の

高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
健
康
サ
ー
ビ
ス

は
内
需
型
か
つ
大
が
か
り
な
イ
ン
フ
ラ

を
要
し
な
い
部
門
で
あ
る
た
め
、
国
内

雇
用
を
考
え
る
と
、
大
き
く
開
放
す
る

こ
と
が
不
適
切
な
分
野
か
も
し
れ
な
い
。

09
．
観
光
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
旅
行
に
関

連
す
る
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
七
一
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
五
番
目
の
高

さ
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
サ
ー
ビ
ス
は

地
元
資
源
活
用
型
の
産
業
で
あ
る
が
、

観
光
と
い
う
海
外
か
ら
の
人
の
移
動
を

媒
介
す
る
部
門
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の

開
放
が
望
ま
し
い
分
野
で
あ
ろ
う
。

10
．
娯
楽
、
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の

サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
六
四
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
七
番
目
の
高

さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
野
は
地
元

資
源
を
活
用
す
る
度
合
い
が
非
常
に
高

い
産
業
で
あ
る
た
め
、
大
き
く
は
開
放

せ
ず
に
現
地
の
人
的
・
物
的
資
源
を
活

用
す
る
政
策
意
図
が
背
景
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

11
．
運
送
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ク
マ
ン
指
数
は
〇
・
七
六
で
、

一
一
の
大
分
類
の
な
か
で
四
番
目
の
高

さ
と
な
っ
て
い
る
。
運
送
サ
ー
ビ
ス
は

い
わ
ゆ
る
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
連

結
性
）
を
担
保
す
る
重
要
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
産
業
で
あ
り
、
そ
の
た
め
開
放

度
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
各
施
策
ご
と
の
ホ
ク
マ
ン
指
数

間
の
相
関
を
表
３
に
示
す
。
一
一
部
門

の
レ
ベ
ル
で
は
、
自
貿
区
と
Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｔ

Ａ
、
自
貿
区
と
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
間
に
か
な

り
高
い
正
の
相
関

が
存
在
し
て
い
る

（
実
は
さ
ら
に
詳

細
な
一
五
四
部
門

で
の
ホ
ク
マ
ン
指

数
を
用
い
て
相
関

係
数
を
算
出
す
る

と
、
非
常
に
低
い

正
の
相
関
、
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
分
類

コ
ー
ド
の
変
換
に

あ
た
っ
て
、
何
ら

か
の
齟
齬
が
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
、

今
後
の
研
究
が
必

要
で
あ
る
）。
一

方
、
自
貿
区
と
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
と
の
間
に
は

む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
の
相
関
が
観
測
さ
れ

て
い
る
。
上
海
他
に
お
け
る
自
貿
区
は
、

自
由
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
関
し

て
、
中
国
の
有
す
る
自
由
貿
易
協
定
と

一
定
の
類
似
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
あ

く
ま
で
独
自
の
投
資
開
放
措
置
で
あ
る

と
い
え
る
。

●
自
貿
区
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
自

由
化
に
関
す
る
政
策
提
言

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
貿
易
一

般
協
定
（General A

greem
ent on 

T
rade in Services

：
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
に

表３　各施策のホクマン指数間の相関行列表
上海他で
の自貿区

ASEAN との
AC FTA 

(Package 2)

香港との
CEPA

台湾との
ECFA

上海他での自貿区 － 0.60 0.61 -0.41
ASEAN との AC FTA (Package 2) － 0.47 -0.25
香港との CEPA －  0.01

（出所）表２より計算。
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お
け
る
多
角
的
な
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
の

度
合
い
は
低
い
（
参
考
文
献
②
、
③
）。

そ
の
た
め
、
中
国
の
行
う
独
自
の
「
国

内
政
策
」
と
し
て
の
自
貿
区
は
、
国
際

的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
）
と
い
う
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
中
国
は
交
渉
参
加
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
環
太
平
洋
域
に
お

い
て
拡
大
・
進
展
す
る
な
か
、
投
資
の

転
換
効
果
を
回
避
し
、
国
内
に
お
け
る

産
業
集
積
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
中

国
は
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
を
行
う

こ
と
が
肝
要
、
と
中
国
政
府
は
認
識
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
国
独
自
の
自

貿
区
に
よ
っ
て
、
国
内
外
か
ら
上
海
お

よ
び
そ
の
他
地
域
へ
の
海
外
か
ら
の
進

出
企
業
数
の
増
大
を
見
込
む
こ
と
が
期

待
で
き
、
他
の
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
参
加
す

る
こ
と
の
代
替
手
段
と
し
て
有
効
な
の

で
あ
る
。

　

た
だ
し
現
行
の
分
類
基
準
は
必
ず
し

も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
提
供
す
る
国
際
比
較
可
能

な
サ
ー
ビ
ス
業
種
分
類
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務

局
の
サ
ー
ビ
ス
分
類
の
文
書
記
号
は

M
T

N
.GN

S/W
/120

で
あ
り
、
ネ
ッ

ト
検
索
で
入
手
可
能
）
と
整
合
的
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
中
国
が

ア
メ
リ
カ
と
行
っ
て
い
る
二
国
間
投
資

協
定
の
協
議
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
類

基
準
へ
の
要
求
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
自

貿
区
を
巡
る
政
策
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
や
は
り
分
類
コ
ー
ド
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

規
律
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
も
の
に
統
一

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
自
貿
区
で
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
政

策
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
透
明
度
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
重
要
課
題

で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
商
業
拠
点

の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
事
後
報
告
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
投
資
環
境
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

自
貿
区
の
規
制
緩
和
の
内
容
は
、
自

由
貿
易
協
定
に
お
け
る
第
三
モ
ー
ド

（
商
業
拠
点
の
設
立
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

提
供
）
の
投
資
自
由
化
に
相
当
す
る
た

め
、
今
後
さ
ら
に
他
の
自
由
貿
易
協
定

と
の
比
較
考
量
を
行
う
こ
と
が
、
結
果

的
に
中
国
お
よ
び
そ
れ
ら
自
由
貿
易
協

定
の
カ
バ
ー
す
る
国
・
地
域
と
の
連
結

性
を
高
め
、
中
国
経
済
が
さ
ら
に
対
外

的
な
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
か
の
段

階
に
お
い
て
、
自
貿
区
の
自
由
化
度
を

中
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
締
結
し
て
い
る

Ａ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
１
型
の
自
由
貿
易
協
定
と
可
能
な
限

り
収
斂
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
東
ア
ジ

ア
域
に
お
け
る
複
数
の
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

併
存
状
況
と
い
う
「
コ
ス
ト
」
を
削
減

し
て
、
中
国
の
み
で
は
完
結
で
き
な
い

域
内
の
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ン
ケ

ー
ジ
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１

型
の
広
域
自
由
貿
易
協
定
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
た
と
え
ば
参
考
文
献
④
、
⑤

を
参
照
）。
自
由
化
度
の
高
い
自
貿
区

が
そ
の
よ
う
な
国
際
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
は
、
中
国
の
行
う
協
調
的
な
政

策
ス
タ
ン
ス
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ

る
。

（
い
し
ど　

ひ
か
り
／
千
葉
大
学
法
政

経
学
部
教
授
）
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